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第
百
二
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
の
二

特
定
社
債
管
理
補
助
者
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

第
百
二
十
五
条
中
「
第
八
号
」
を
「
第
八
号
の
二
」
に
、「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
一
号
の
二
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条
第
四
項
第
一
号
中
「
そ
の
債
務
」
の
下
に
「
若
し
く
は
そ
の
債
務
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
社
債
管
理
補
助
者
）

第
百
二
十
七
条
の
二

特
定
目
的
会
社
は
、
第
百
二
十
六
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
特
定
社
債
管
理
補

助
者
を
定
め
、
特
定
社
債
権
者
の
た
め
に
、特
定
社
債
の
管
理
の
補
助
を
行
う
こ
と
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
当
該
特
定
社
債
が
担
保
付
社
債
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

会
社
法
第
七
百
十
四
条
の
三
か
ら
第
七
百
十
四
条
の
七
ま
で
（
社
債
管
理
補
助
者
の
資
格
、
社
債
管
理
補
助
者

の
権
限
等
、
二
以
上
の
社
債
管
理
補
助
者
が
あ
る
場
合
の
特
則
、
社
債
管
理
者
等
と
の
関
係
、
社
債
管
理
者
に
関

す
る
規
定
の
準
用
）、
第
八
百
六
十
八
条
第
四
項
（
非
訟
事
件
の
管
轄
）、
第
八
百
六
十
九
条
（
疎
明
）、
第
八
百

七
十
条
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
陳
述
の
聴
取
）、
第
八
百
七
十
一
条
（
理
由
の
付
記
）、
第
八

百
七
十
二
条
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
即
時
抗
告
）、
第
八
百
七
十
四
条
（
第
一
号
及
び
第
四
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。）（
不
服
申
立
て
の
制
限
）、
第
八
百
七
十
五
条
（
非
訟
事
件
手
続
法
の
規
定
の
適
用
除
外
）
及
び
第

八
百
七
十
六
条
（
最
高
裁
判
所
規
則
）
の
規
定
は
、
特
定
社
債
管
理
補
助
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
法
第
七
百
十
四
条
の
七
を
除
く
。）中
「
社
債
権
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
社
債
権

者
」
と
、「
社
債
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
社
債
」
と
、
同
法
第
七
百
十
四
条
の
四
第
二
項
中「
第
七
百
十
四
条
の
二
」

と
あ
る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
七
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
七
百
五
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
百
六
条
第
一
項
各
号
」
と
あ

る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
七
条
第
四
項
各
号
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
社
債
発
行
会
社
」
と
あ
る
の
は

「
特
定
社
債
発
行
会
社
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
社
債
権
者
集
会
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
社
債
権
者
集
会
」
と
、

同
条
第
四
項
中
「
第
七
百
十
四
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
七
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同

条
第
五
項
中
「
第
七
百
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
七
条
第
二
項
及
び

第
三
項
」
と
、
同
法
第
七
百
十
四
条
の
六
中
「
第
七
百
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
六
条
」

と
、「
第
七
百
十
四
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
七
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
法
第
七
百
十

四
条
の
七
中
「
第
七
百
四
条
中
」
と
あ
る
の
は
「
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
項
を
除
く
。）中
「
社
債
権
者
」
と
あ
る
の

は
「
特
定
社
債
権
者
」
と
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
社
債
権
者
集
会
」
と
あ
る
の
は「
特
定
社
債
権
者
集
会
」と
、「
社

債
発
行
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
社
債
発
行
会
社
」
と
、
第
七
百
四
条
中
」
と
、「
社
債
の
管
理
の
補
助
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
社
債
の
管
理
の
補
助
」
と
、「
同
項
中
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
資

産
流
動
化
法
」
と
、」と
、「
社
債
権
者
に
対
し
」」と
あ
る
の
は
「
特
定
社
債
権
者
に
対
し
」」と
、「
第
七
百
十
四
条
の

二
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
七
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
又
は
解
散
し
た
」
と
」と
あ
る
の
は「
又

は
解
散
し
た
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
社
債
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
社
債
」
と
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ

か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
百
二
十
九
条
第
二
項
中
「
特
定
社
債
管
理
者
」
の
下
に
「
、
特
定
社
債
管
理
補
助
者
」
を
加
え
、「
、
同
法
第
七

百
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
七
百
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
七
百
七
条
」
と
」
を
削
り
、「
第
四
百
四
十
九
条
」
の
下
に
「
、
第
六
百
二
十
七
条
、
第
六
百
三
十
五
条
、
第
六

百
七
十
条
、
第
七
百
七
十
九
条
（
第
七
百
八
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
百
八
十
九

条
（
第
七
百
九
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
百
九
十
九
条
（
第
八
百
二
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
八
百
十
条
（
第
八
百
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又

は
第
八
百
十
六
条
の
八
」
を
、「
第
百
二
十
六
条
」
と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
百
四
十
九
条
第
二
項
、

第
六
百
二
十
七
条
第
二
項
、
第
六
百
三
十
五
条
第
二
項
、
第
六
百
七
十
条
第
二
項
、
第
七
百
七
十
九
条
第
二
項
（
第

七
百
八
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
第
七
百
八
十
九
条
第

二
項
（
第
七
百
九
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
第
七
百
九

十
九
条
第
二
項
（
第
八
百
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
第
八

百
十
条
第
二
項
（
第
八
百
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び

第
八
百
十
六
条
の
八
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
流
動
化
法
第
百
十
一
条
第
二
項
」
と
、「
第
四
百
四
十
九
条
第
二

項
、
第
六
百
二
十
七
条
第
二
項
、
第
六
百
三
十
五
条
第
二
項
、
第
六
百
七
十
条
第
二
項
、第
七
百
七
十
九
条
第
二
項
、

第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
八
百
十
六
条
の
八
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第
百
四
十
七
条
第
二
項
中
「
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
八
百
四
十
九
条
の
二
」
を
加
え

る
。第

百
八
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
十
九
条
の
三
」
に
、「
、
印
鑑
の
提
出
、」を
「
）、
第
二
十
一

条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
（
」
に
、「
、
第
四
十
八
条
」
を
「
、
第
五
十
一
条
」
に
改
め
、「
支
店
所
在
地
に
お
け
る
登

記
、」を
削
り
、「
及
び
第
百
三
十
二
条
か
ら
第
百
四
十
八
条
ま
で
」
を「
、
第
百
三
十
二
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
ま
で
」

に
、「
職
権
抹
消
、」を
「
職
権
抹
消
）
及
び
第
百
三
十
九
条
か
ら
第
百
四
十
八
条
ま
で
（
」
に
改
め
、「「
第
五
十
条
ま

で
（
第
九
十
五
条
、
第
百
十
一
条
及
び
第
百
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

条
ま
で
」
と
、」及
び
「
、
同
法
第
二
十
四
条
第
七
号
中
「
書
面
若
し
く
は
第
三
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
一
条

第
二
項
に
規
定
す
る
譲
渡
人
の
承
諾
書
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
」
と
」
を
削
り
、「
第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
会
社
法

第
九
百
三
十
条
第
二
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下「
資
産
流
動
化
法
」と
い
う
。）

第
二
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
九
百
三
十
条
第
二
項
各
号
」
と
、
同
法
第
五
十
四
条
第
一
項
中

「
取
締
役
、
監
査
役
、
代
表
取
締
役
又
は
特
別
取
締
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
監
査
等
委
員
で
あ

る
取
締
役
若
し
く
は
そ
れ
以
外
の
取
締
役
、
代
表
取
締
役
又
は
特
別
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て

は
取
締
役
、
委
員
（
指
名
委
員
会
、監
査
委
員
会
又
は
報
酬
委
員
会
の
委
員
を
い
う
。）、執
行
役
又
は
代
表
執
行
役
）」

と
あ
る
の
は
「
取
締
役
、
監
査
役
又
は
代
表
取
締
役
」
と
、
同
条
第
二
項
第
三
号
」
を「
第
四
十
六
条
第
一
項
中「
株

主
全
員
若
し
く
は
種
類
株
主
全
員
」
と
あ
る
の
は
「
社
員
全
員
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
株
主
総
会
若
し
く
は
種
類

株
主
総
会
、
取
締
役
会
又
は
清
算
人
会
」
と
あ
る
の
は
「
社
員
総
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
会
社
法
第
三
百
十
九

条
第
一
項
（
同
法
第
三
百
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
三
百
七
十
条
（
同
法
第
四
百
九
十

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律

第
百
五
号
。
以
下
「
資
産
流
動
化
法
」
と
い
う
。）第
六
十
三
条
第
一
項
」と
、「
株
主
総
会
若
し
く
は
種
類
株
主
総
会
、

取
締
役
会
又
は
清
算
人
会
」
と
あ
る
の
は
「
社
員
総
会
」
と
、
同
法
第
五
十
四
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、「
第
七

十
六
条
第
四
項
」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
六
十
四
条
中
「
株
主
名
簿
管
理
人
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
社
員
名
簿
管

理
人
又
は
優
先
出
資
社
員
名
簿
管
理
人
」
と
」
を
、「
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
七
条
第
三
項
」
と
」
の
下
に
「
、
同

法
第
百
四
十
六
条
の
二
中
「
商
業
登
記
法
（
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第

百
五
号
）
第
百
八
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
商
業
登
記
法
（
」
と
、「
商
業
登
記
法
第
百
四
十
五
条
」
と
あ

る
の
は「
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
八
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
商
業
登
記
法
第
百
四
十
五
条
」

と
」
を
加
え
る
。

第
二
百
四
十
二
条
第
五
項
中
「
同
法
」
を
「
信
託
法
第
百
八
条
第
三
号
中
「
受
益
者
が
」
と
あ
る
の
は
「
受
益
証

券
の
権
利
者
が
」
と
、「
法
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
内
閣
府
令
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
法
務
省
令
」
と
あ
る
の
は

「
内
閣
府
令
」
と
、
同
法
第
百
九
十
一
条
第
一
項
中
「
受
益
証
券
発
行
信
託
の
受
託
者
が
受
益
者
に
対
し
て
す
る
通

知
又
は
催
告
」
と
あ
る
の
は
「
受
託
信
託
会
社
等
が
資
産
流
動
化
法
第
二
百
四
十
二
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
各
受
益
証
券
の
権
利
者
（
議
決
権
を
有
す
る
者
に
限
る
。）に
対
し
て
発
す
る
通
知
」
と
、「
受
益
権
原
簿
」
と

あ
る
の
は
「
権
利
者
名
簿
」
と
、「
当
該
受
益
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
権
利
者
」
と
、「
通
知
又
は
催
告
を
」
と
あ
る

の
は
「
通
知
を
」
と
、「
当
該
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
受
託
信
託
会
社
等
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
通
知
又
は

催
告
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
受
益
証
券
発
行
信
託
の
受
益
権
」
と
あ
る
の
は「
受
益
証
券
」

と
、「
受
益
証
券
発
行
信
託
の
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
受
託
信
託
会
社
等
」
と
、「
受
益
者
」
と
あ
る
の
は
「
受
益
証

券
の
権
利
者
」
と
、「
通
知
又
は
催
告
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
」
と
、「
当
該
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
受
託
信
託

会
社
等
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
受
益
証
券
発
行
信
託
の
受
託
者
」
と
あ
る
の
は
「
受
託
信
託
会
社
等
」
と
、「
受
益


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